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は
じ
め
に

二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
三
月
に
公
表
さ
れ
た
富
士
山
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
改

定
版
）
に
は
、
初
版
が
公
表
さ
れ
た
二
〇
〇
四
（
平
成
一
六
）
年
以
降
、
新
た
に

得
ら
れ
た
火
山
学
的
知
見
が
反
映
さ
れ
て
い
る）

1
（

。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
考
慮
対
象

期
間
が
最
近
三
二
〇
〇
年
間
か
ら
最
近
五
六
〇
〇
年
間
へ
と
拡
大
さ
れ
た
た
め
、

火
口
や
噴
出
物
が
新
た
に
発
見
さ
れ
た
も
の
を
加
え
て
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
る
。
富
士
宮
市
域
は
富
士
山
西
〜
南
西
斜
面
か
ら
山
麓
域
に
拡
が
る

が
、
初
版
で
は
、
山
頂
域
を
除
き
火
口
想
定
範
囲
に
含
ま
れ
ず
、
中
心
市
街
地
ま

で
の
溶
岩
流
の
到
達
時
間
は
噴
火
開
始
後
一
週
間
程
度
見
込
ま
れ
た
こ
と
か
ら
避

難
に
は
十
分
な
時
間
的
余
裕
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
改
訂
版
で
は
、

市
街
地
か
ら
五
キ
ロ
程
度
し
か
離
れ
て
い
な
い
二
子
山
が
考
慮
対
象
期
間
に
新
た

に
含
ま
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
想
定
火
口
範
囲
が
富
士
山
南
西
側
に
は
み
出
す
形
と

な
り
（
図
1
）、
さ
ら
に
、
二
子
山
か
ら
南
西
に
連
な
る
凹
地
も
火
口
群）

4
（

と
し
て

認
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
市
街
地
中
心
部
に
溶
岩
流
が
二
〜
三
時
間
以
内
で
到
達

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
富
士
宮
市
に
と
っ
て
は
、
地
域
の
避
難
計
画

の
大
幅
な
見
直
し
が
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

本
論
で
は
、
過
去
の
富
士
山
噴
火
に
お
い
て
、
現
在
の
富
士
宮
市
街
地
近
く
に

ま
で
噴
出
物
が
迫
っ
た
「
青
沢
溶
岩
流）

5
（

」、「
風か

ざ

祭ま
つ
り

川
火
砕
流）

6
（

」（
須
走-

ｂ
期
火

砕
流
の
一
つ
に
相
当）

4
（

）
お
よ
び
、「
二
子
山
天あ
ん

母も

山や
ま

噴
出
物
」（
天
母
山
溶
岩
流）

5
（

）
に

焦
点
を
あ
て
、
こ
れ
ら
の
噴
出
物
の
産
状
に
係
る
既
往
調
査
結
果

）
7
・
6
（

を
整
理
す
る

と
も
に
、
新
た
に
実
施
し
た
現
地
調
査
結
果
に
加
え
、
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整

備
局
富
士
砂
防
事
務
所
が
取
得
し
た
航
空
レ
ー
ザ
測
量
デ
ー
タ
か
ら
作
成
し
た
一

メ
ー
ト
ル
メ
ッ
シ
ュ
の
赤
色
立
体
地
図）

8
（

及
び
最
近
に
な
っ
て
静
岡
県
が
公
開
し
た

富
士
宮
を
襲
っ
た
富
士
山
噴
火

―
青
沢
溶
岩
流
、
風
祭
川
火
砕
流
、

二
子
山
天
母
山
噴
出
物
に
関
す
る
新
知
見
―

Eruption of M
t. Fuji that attacked Fujinom

iya C
ity

T
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 findings about A
osaw

a lava, K
azam

atsurigaw
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 and Fuagoyam
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nm
oyam

a ejecta.

富
士
山
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
改
定
版
）
で
は
、
富
士
山
南
西
斜
面
に
想
定
火
口
範
囲
が
大
幅
に
拡
大
し
、
富
士
宮
市
街
地
で
も
富
士
山
噴
火
の
影
響
を
受
け

る
リ
ス
ク
が
高
く
な
っ
た
。
本
論
で
は
、
現
在
の
富
士
宮
市
街
地
近
く
に
ま
で
噴
出
物
が
迫
っ
た
、
青
沢
溶
岩
流
、
風
祭
川
火
砕
流
、
二
子
山
天
母
山
噴
出

物
に
焦
点
を
あ
て
、
こ
れ
ら
の
噴
出
物
に
関
す
る
知
見
を
整
理
し
、
高
精
度
地
形
デ
ー
タ
の
解
析
・
判
読
や
新
た
に
実
施
し
た
現
地
調
査
を
も
と
に
こ
れ
ら

の
噴
出
源
と
噴
出
物
の
分
布
範
囲
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
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